
マーシャル諸島⽶核実験の「その後」
――核災害からの「再⽣」・「復興」はあるのか

1竹峰 誠一郎



核兵器禁⽌条約（2017年7⽉締結）
・前⽂「核兵器の使⽤の被害者（ヒバクシャ）及び核兵器の実験により
影響を受ける者にもたらされる容認し難い苦しみと害に留意」

「核兵器の活動が先住⺠族に過重な影響を与えることを認識」

・第6 条 被害者に対する援助及び環境の回復

・第7 条 国際協⼒および援助
「核兵器その他の核爆発装置の使⽤⼜は実験の被害者のための援助

を提供する」
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「甲状腺の手術はした。しかし
すべてを取り除いたのではな
い。悲しみは心の中にある。
外からは見えない」

（ロンゲラップ女性）
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ビキニ住⺠代表
ヘンチ・バロス

「68年には⼤統領
みずから安全宣⾔。
70年には、さあ準備が
できました、島にお帰りください。
75年には、ちょっと毒が出たが、まあ⼤丈夫。77年
になると⾷物は外部のものにしよう。そして今度は、
島に帰るな、出て⾏け。いったいこれはどういうつ
もりだ」（前⽥哲男［1979］『棄⺠の群島─ミクロネシア
被爆⺠の記録』時事通信社）。
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「牢獄の島」

↑ 故郷（ビキニ環礁）

↓移住先（キリ島）



ビキニの⼈びとの移住先
キリ島
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ピーターソン
（男、1979年、キリ島生）

「エアコンはある。電気
がある。それでいいじゃな
いかと、言われる。

でもおれらは、土地を奪
われたんだ。土地は金よ
りも価値がある」
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移住先に⾒られる海⾯上昇
ーー⽣存を揺るがす新たな脅威
出典：
ttp://www.bikiniatoll.com/
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２０１４年 エジット島



核廃棄物誘致をめぐる動き
１９８０年代初頭から１９９９年まで

核廃棄物だけでなく、産業廃棄物、⼀般ゴミ処理場などを含
め誘致する動き

政府関係だけでなく、ビキニ⾃治体内部にも
１９９０年代 ⾼まる反発

マーシャル諸島内 世論の反発
ビキニでも 住⺠集会で受⼊れ拒否

⽶政府 ⽶エネルギー省⻑官反対表明
１９９９年 マーシャル諸島政府

受⼊れないことを表明
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エニウェトクの戦闘に巻
き込まれた現地住⺠
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「ルニットドーム」の建設光景 米国立公文書館（カレッジパーク）から収集

「ラディエーションとともにわれわれは⽣きている」



現在のルニットドームほか
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1954年3⽉1⽇ ⽔爆「ブラボー」実験のその後

＜写真＞
左：⽶原⼦⼒委員会 コナード医師

右：被曝したロンゲラップ環礁の少
年
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米国立公文書館所蔵

「プロジェクト4・1 
放射線被曝した⼈間に関する研究」



ブラボー実験から3年後
1957年 ロンゲラップ住⺠ 帰還
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写真：ロンゲラップ環礁自治体長（当時）ジョン・アンジャイン氏提供



ロンゲラップ住⺠帰島 ⽶政府の思惑

遺伝調査をおこなううえで
理想的な状況を作りだす。
広島・⻑崎で得てきた知⾒
にも勝るものになる
（1956年5⽉第56回 ⽶原⼦⼒委員会
⽣物医学部諮問委員会）

放射性物質の利⽤が、研究や産業
の分野でますます普及し、‥‥⼈間
が被曝する可能性が増している。
⼈間への影響の更なる知⾒が、⼤い
に必要とされている。

……被曝したマーシャルの集団は、
放射線の照射（外部被曝）、ベータ
線熱傷（体表⾯汚染）、放射性物質
の体内吸収（内部被曝）という、予
測し得るすべての被曝を受け負傷し
ており、最も価値あるデータを提供
する
（1957年3⽉追跡調査責任者

コナード医師による報告）
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再居住計画の実施へ
• 1996年9⽉、⽶内務省、ロンゲラップ⾃治体との間

で、4500万ドル⽀払い、再居住計画の基⾦設⽴。

• 1998年、除染を含めた⼯事がロンゲラップの本島で
開始

→⽣活拠点であった⾃分たちの⼟地を取り戻そうとす
る⼈びとの熱意と⾏動が、再居住計画の実施までこぎ
つけた

それから19年余り……
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写真：グレース・アボン氏提供
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N
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「否定し、噓をつき、機密にする。
マーシャル諸島でなされたこと
が、福島でも繰り返されている。
これが核をとりまく文化だ」

前マーシャル諸島共和国外務大臣 トニー・デブルム
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